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猿 払 村 教 育 大 綱 

は じ め に 

 地方教育行政の組織及び運営に関する法律に基づき、地方公共団体の長は、教

育、学術及び文化の振興に関する総合的な施策の大綱を定めるものとされていま

す。現行の「猿払村教育大綱」が終期を迎えたことから、このたび、総合教育会

議において協議を行い、新たな大綱を策定いたしました。 

  

本大綱は、「一人一人が生きがいをもって豊かな心を育む村」を新大綱の基本理

念とし、この理念のもと実現すべき基本目標や重点化すべき基本方針による構成

とします。 

 

猿払村は、豊かな自然の恵みと、たくましく生きる人々の温かい営みに支えら

れてきました。しかし、今、子ども達を取り巻く環境は、情報社会の急速な進展

や社会のデジタル化が進む一方で、情報モラル、ネットリテラシー、心と体の健

康維持など、予測のできない複雑で多様な課題に直面しています。この大切な猿

払村で育つ子どもたちが、どのような時代の変化にあっても自らの人生を力強く

切り開き、幸せに生きるための「生きる力」を育むことが、我々大人の責務であ

ると確信しています。 

 

家庭、地域、学校、行政がそれぞれの立場で知恵と力を絞り、強い絆で繋がり

ながら、村民の幸福の基盤となる教育の一層の充実に向けて、教育委員会と連携

しながら猿払村の教育行政を推進してまいります。 

 

令和８年３月 

                       猿払村長 伊 藤 浩 一 

 

〇第８次猿払村総合計画         令和８(2026)年度～令和 17(2035)年度 

〇(新)猿払村教育大綱            令和８(2026)年度～令和 12(2030)年度 

〇(新)学校教育推進計画（R7 年度中に策定）     令和８(2026)年度～令和 12(2030)年度 

〇(新)社会教育推進計画（R7 年度中に策定）       令和８(2026)年度～令和 12(2030)年度 

〇第４次子どもの読書推進計画（R7 年度中に策定）令和８(2026)年度～令和 12(2030)年度 
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対象期間 

 猿払村教育大綱の対象期間は、「第８次猿払村総合計画」と整合を図るため、

計画の前半期間である令和８(2026)年度から令和 12(2030)年度までの５年間と

します。 

 なお、期間内においても教育に関する社会状況等の変化を踏まえ、大綱を見直

す必要が生じた場合は、総合教育会議において適宜協議を行います。   
 

【根拠法令】地方教育行政の組織及び運営に関する法律 第１条の３ 

１ 地方公共団体の長は、教育基本法第 17 条第１項に規定する基本的な方針を参酌し、

その地域の実情に応じ、当該地方公共団体の教育、学術及び文化の振興に関する総合的

な施策の大綱を定めるものとする。 

２ 地方公共団体の長は、大綱を定め、又はこれを変更しようとするときは、あらかじめ、

次条第一項の総合教育会議において協議するものとする。 

基本理念 「一人一人が生きがいをもって豊かな心を育む村」 

基本目標 

「ふるさと猿払を愛し、誇りをもって未来を担う人づくり」 

「生涯にわたり学び、健やかに暮らせる地域社会づくり」 

基本方針 

 子どもの教育の推進 

    〇未来を切り拓く確かな学力と資質・能力の育成 

    〇主体的に社会と関わり多様性を尊重する豊かな心の育成 

    〇たくましく未来を生き抜く健やかな身体の育成 

  〇学びを支える安心・安全で良好な教育環境の整備 

 

 生涯学習の推進 

    〇生涯通じて学び、地域社会で活躍できる機会の創出と環境の整備 

    〇スポーツや運動に触れ・楽しみ、健康を維持できる環境の整備 

    〇文化や芸術を身近に感じ、創造性や感性を育む環境の整備 


